
仕事の紹介
　学びの場は、学校以外にも皆さんの周りに実はたくさん存
在しています。人生100年時代を見据えて、リカレント教育
等、人々がいつでも自由に学習機会を選択し、学ぶことがで
きる「生涯学習社会」の実現に向けて取り組んでいるのが生
涯学習推進課です。
　私が所属する専修学校教育振興室では、専修学校制度およ
び専修学校への支援を担当しています。「専修学校」とは実
践的な職業教育を行う教育機関であり、いわゆる専門学校等
が該当します。社会構造が絶えず変化する現代において、専
修学校は、社会を支えるエッセンシャルワーカーをはじめと
する即戦力人材の育成という重要な役割を担っています。そ
の中で、現在私は、専修学校が社会の変化に即応した教育を
展開するために必要となる教育設備等を導入する際の補助金
執行や令和２年度から開始した「高等教育の修学支援新制
度」の制度運用等を行っています。

「知る専」、修学支援新制度ポスター
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01
総合教育
政策局

「未来」を創るために
「今」できることを

中田 凌 N A K A D A  R y o

生涯学習推進課
専修学校教育振興室専修学校第二係

平成31年
平成31年  4月

令和  3年  4月

入省（行政）
文部科学省高等教育局
私学部私学行政課
現職



文部科学省で働く魅力
　少子化が進む日本においては日本の未来を創っていく子供 
たちのために、基盤となる仕組みをどのように整備していく
かがより重要になってきます。教育だけでなく様々な分野か
ら日本の未来を支える仕事に携わることができるのが、文部
科学省で働くことの魅力です。
　日々の業務は、関係各所との協議や地方自治体等との連絡
調整、国会対応や書類審査といった、実際に子供たちの目に
入り、直接的に成果を視認できることばかりではありません
が、現場の教職員のお話を伺うときには自分たちの仕事が与
える影響の大きさを実感します。また、関係予算が5,000億
円を超える「高等教育の修学支援新制度」という社会的な期
待値の高い事業の末端にも携わらせていただいており、重責
ながらも日本の舵取りを支えるやりがいのある仕事だと思っ
ています。

志望動機と現在
　大学で所属していた研究室の影響もあり、子供に向き合う
仕事をしたいという漠然とした思いがありました。中でも、
これまで自分が受けてきた教育という分野について、国とい
う広い視点から携わりたいと考えるようになり、文部科学省
を志望しました。
　入省以来さまざまな業務に取り組む中で、「教育」と一言
で言っても、幼稚園から大学までの各教育段階の中での教育
内容はもちろん、教育を提供する学校への教育環境整備支援
や学生への経済的な支援等、自分が知らない分野も含めて本
当に多岐にわたることを強く実感しました。「専修学校」に
ついては着任当初までほとんど馴染みがありませんでした
が、業務を通じてその重要性・必要性を実感し、前向きに取
り組んでいます。

専修学校を対象とした補助金事業による施設の修繕

BEFORE AFTER
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通常国会で予算が成立次第、全国の専修学校に対
して事業募集の連絡を行います。オンライン授業
用の設備整備への補助等、社会のニーズに合わせ
た申請メニューが追加されることもあります。

予算成立・事業募集（3月～5月)

書類審査・交付決定  （5月～9月)

事業計画変更の相談対応  （9月～12月)

額の確定  （3月)

補助金の趣旨に即した整備計画になっているか、
申請書類に不備はないか等を確認したうえで、申
請内容について学校と調整を行い、審査完了後に
交付決定を行います。

交付決定後に各校は整備計画を実施していきます
が、導入予定だった設備の廃盤等想定外のことが
起こった際には、計画の変更について調整します。

事業が完了すると、学校から完了報告書が提出さ
れます。計画通りに事業が実施されたか、工事は適
切な手続きを経て施工されたか等を報告書で精査
したうえで、補助金の支払い手続きが行われます。

志望者へのメッセージ

　パンフレットをご覧いただいている皆さんは少なか
らず「文部科学省で働く」ことに興味を持っていると
思います。「文部科学省で働く」、この言葉に皆さんは
どのようなイメージを持っていますか？文部科学省が
担う「教育」「科学技術・学術」「スポーツ」「文化」
という４つの分野は言葉にするとシンプルです。しか
し、それぞれ非常に広大な世界が広がっており、私も
知らないことにぶつかりながら刺激的な日々を過ごし
ています。大変な業務もありますが、職員全員が日本
の未来を創るために前を向いて文部科学省にしかでき
ない仕事に取り組んでいます。皆さんと一緒に前向き
に働けることを楽しみにしています。

専修学校施設・設備整備費補助金の年間スケジュール



仕事の紹介
　健康教育・食育課は、義務教育段階における学校保健及び
学校給食・食育に関することを所掌しており、複雑化・多様
化する児童生徒の現代的健康課題に対応するための取組を通
じて、学校健康教育を推進しています。
　私の所属する係は学校給食・食育を担当しています。食は、
人間が生きていく上での基本的な営みの一つであり、学校に
おいて食育を推進することは非常に重要だと考えています。
学校給食は、栄養バランスのとれた食事の提供を通じて、子
供たちの健康の保持増進に資するとともに、食に関する正し
い理解や適切な判断力、望ましい食習慣を身につけるととも
に、食品に対する感謝の心を育む等、学校において食に関す
る指導を効果的に進めるための「生きた教材」としても大き
な教育的意義があり、食育の推進を図る上で大きな役割を担
っています。当係では、食育の生きた教材である学校給食の
普及・充実を図るとともに、食に関する指導の充実に資する
ため、指導の中核的な役割を担う栄養教諭の配置促進や指導
の手引・食育教材の作成等に取り組んでいます。

STAFF INTERVIEW
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02
初等中等
教育局

学校給食の充実・
学校における食育の推進に向けて

青山 惠津子 
A O Y A M A  E t s u k o

健康教育・食育課学校給食係長

平成30年
平成30年  4月
平成30年10月
令和  2年  4月

令和  3年  4月

令和  4年  4月

入省（行政）
文部科学省生涯学習政策局政策課
総合教育政策局調査企画課
同　初等中等教育局
初等中等教育企画課国際企画調整室
同　初等中等教育局
初等中等教育企画課国際企画調整室
国際企画調整係主任
現職

中学生用食育教材

栄養教諭の認知度拡大のための動画（youtube）

小学生用食育教材



文部科学省で働く魅力
　文部科学省の所掌は「教育」「科学技術・学術」「スポーツ」
「文化」と幅広く、どの分野においても共通して「人を育て
る」という使命があります。人を育てることは、日本の未来
に種を蒔く、とても前向きな仕事であり、大局的な視点をも
って人を育てることは、文部科学省でしか味わえない仕事の
やりがい・魅力だと思います。
　文部科学省が国としての教育方針を定め、その方針に基づ
き、各地域において教育政策が実施されていますが、我々文
部科学省の職員は、言わば、日本の教育の舵取り役だと考え
ています。子供たちが10年後、20年後、大人になって社会
に出たら…と、未来に思いを馳せながら、全国の子供たちの
ために働くことができる職場です。

志望動機と現在
　入省時、特に関心のある分野はいくつかありましたが、絶
対にこれがやりたい！という強いこだわりはなく、所掌の幅
広さゆえに様々な行政分野に携わる可能性があることも魅力
に感じ、文部科学省を志望した動機の一つでした。入省して
５年が経ち、現在３つめの部署で働いているのですが、多様
な分野に挑戦・学び続けることのできる環境を有難いなと感
じています。現在の部署では、元々特に関心のあった分野の
１つである食育に携わることができています。安全・安心な
学校給食が安定的に実施され、子供たちが生涯を通じて心身
ともに健康な生活を送るための資質・能力を育成できるよう、
企画・立案、事業の実施に取り組んでいます。
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共催団体等と打ち合わせを重ね、次回の大会はど
のような内容にするか等検討していきます。

健康教育・食育課では、年１回、栄養教諭等全国の学校給食関係者を
対象に研究協議大会を実施しています。
大会の主な内容
●文部科学大臣表彰（学校給食の実施に関し、優秀な成果をあげた学
校、共同調理場及び特に功績のあった学校給食関係者並びに学校給
食関係団体に対する表彰）　
●シンポジウム　
●文部科学省より行政説明
●分科会（学校給食の管理及び食に関する指導についてテーマごとに
分かれて研究協議を実施）

共催団体等との協議（1月～4月)

大会内容・発表者の決定、大会紙作成、
開催案内送付等の事務手続き（5月～8月)

文部科学省行政説明資料や
大臣メッセージの作成（9月～10月)

大会開催  （10月)

シンポジウムや分科会の発表者、被表彰者の決定
等、関係者との調整・事務手続きを進めます。

文部科学省からの説明資料や開会式での大臣のメ
ッセージ案等を作成します。

大会当日、関係者をとりまとめ運営します。（写
真は開会式。私は司会を担当しました。）

志望者へのメッセージ

　この採用パンフレットをご覧の皆さんの中には、ご
自身の将来について悩まれている方も多くいらっしゃ
るかと思います。私自身も入省前、文部科学省に漠然
と関心は持っていたものの、私に仕事が務まるのか、
やりがいをもって仕事ができるのか等の不安もありま
したが、振り返ると、上司や同僚に助けてもらいなが
ら、若手のうちから様々な経験を積むことができまし
た。入省 1 年目、自分の携わった業務が成果として
社会に出て、広く影響を与えることを経験し、自身の
業務に大きな責任を伴うことを実感するとともに大き
なやりがいを感じたことを覚えています。日本の未来
づくりに関心がある皆さん、是非、一緒に文部科学省
で働いてみませんか。

全国学校給食研究協議大会の開催まで

全国学校給食研究協議大会の様子



仕事の紹介
　国立大学法人支援課は、我が国の人材育成・学術研究の中
核としての役割を果たす国立大学の教育研究に関すること
や、国立大学を設置する国立大学法人の運営に関することと
いった、国立大学に関する非常に多岐にわたる業務を所掌し、
基盤的経費である国立大学法人運営費交付金を通じて各大学
の自主的な発想に基づく改革を支援しています。
　その中で、私の所属する係では、中国・四国・九州ブロッ
クの国立大学法人に関する支援業務や、国立大学の組織設置、
学生定員等に関する業務を行っています。具体的には、各国
立大学の組織の改編や学生の定員、あるいは改革に向けた構
想等について、法律や制度等に基づいて助言等を行ったり、
運営費交付金による支援のための資料の取りまとめ等が主な
業務です。適切に助言等ができるよう、大学の進みたい方向
性を理解することが重要で、大学とは日頃より連絡を取り合
っています。また、大学からの相談に応えられるよう、制度
等への自分自身の理解も深めていくことも必要であると考え
ており、非常にやりがいのある仕事であると感じています。

文部科学省で働く魅力
　日々やり取りする中で各大学の構想を伺うと、国の予算に
関係するものも多くありますが、予算は有限です。その中で
どのように支援していくことが最もよい形なのかを考えるこ
とや、支援の方向性を形に移していく作業が私たちの重要な
役割であり、相応の責任が伴います。すぐに報道につながる

STAFF INTERVIEW

11

03
高等教育局

世界最高水準の教育研究を先導する
国立大学に寄り添う

難波 大貴 
N A M B A  H i r o k i

国立大学法人支援課支援第四係主任

平成27年
平成27年  4月

平成29年  4月

令和元年   5月

令和3年  10月

令和4年  10月

入省（行政）
文部科学省大臣官房
人事課任用班
スポーツ庁
政策課学校体育室
文部科学省大臣官房
総務課審議班
同　高等教育局
国立大学法人支援課
現職

課内での打ち合わせの様子



ようなダイナミックな業務もあれば、データの確認等地道な
業務もありますが、どの業務も、文部科学省の一員として行
うものは全て教育、科学技術・学術、スポーツ、文化を通じ
て日本の未来を創っていくことにつながっていると思います。
そうしたことに携わる自覚や実感、誇りを感じながら日々挑
戦できることが、私にとって大きなやりがいであり、文部科
学省で働くことの魅力であると思います。

志望動機と現在
　私は、誰もが夢や目標を持ちそのために努力することがで
きる環境づくりに携わりたいとの思いを軸に就職活動をして
いました。文部科学省の担う、教育、科学技術・学術、スポー
ツ、文化といった分野は、どれもが人の成長に欠かせないも
のであり、どの分野においても自身の思いに通ずると考え、
志望しました。現在携わっている国立大学法人への支援のた
めの日々の業務は、学生や研究者の方々の修学や研究の環境
にもつながっていくものであり、その分責任は重大ですが、
自身の思いを果たしていく場として、やりがいをもって毎日
奮闘しています。
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大学より依頼があり、これまでの国立大学改革や
国立大学法人運営費交付金に関して研修の場で説
明します。

国立大学法人会計系事務研修での説明月

A国立大学の担当者と次年度の組織の改編等に向
けてオンラインで意見交換。大学の検討する構想
に対して、制度等を確認し、双方の認識を合わせ
ながら相談を重ねます。

A国立大学との意見交換火

各国立大学の次年度の学生定員の増減について資
料を取りまとめる作業です。データ等の集計や更
新の作業も主要な業務の一つになります。

国立大学の学生定員に関する作業水

取りまとめたデータ等に沿って課内で状況を共有
したり、互いの抱えている課題について打ち合わ
せをします。B国立大学とオンラインで意見交換。
多いときは週に4～5大学と意見交換することも。

課内での打ち合わせ、
B国立大学との意見交換

木

各大学の予算に関する資料について、集計や確認
等の作業をします。１つ間違えると他の大学にも影
響することがあるため、繰り返しの確認が重要です。

予算関連の作業金

志望者へのメッセージ

　今も進路に悩まれている方も多いかと思います。私
も入省するに当たっては色々と悩みもしましたが、最
終的には、自分自身がこの先何に関わり、生涯をかけ
て何に取り組みたいか、という気持ちを優先しました。
　ここまで働いてきて、中には大変だと感じることも
もちろんありましたが、社会に影響を与えうる重要な
仕事であり、やりがいもあります。また、上司や同僚
といった周りの環境にも恵まれ、日々充実した生活を
送っています。
　文部科学省でしかできないことが沢山あると思いま
す。皆さんがやってみたいことが何かと考えた際に、
文部科学省が選択肢の１つに入っていれば幸いです。

１週間のスケジュール

広島大学への視察・意見交換の様子



仕事の紹介
　我が国の経済社会を成長させるため、大学が “特色のある
強み” を十分に発揮し、地域の産業力強化や、グローバル課
題解決にも貢献することが求められています。産業連携・地
域振興課では、企業（産）・大学等の研究機関（学）・行政（官）
の連携により、大学や企業だけでは実現できないような「社
会に新しい価値を生み出す」ことを目指しています。現在所
属している拠点形成・地域振興室では、大学等や地域の独自

性・強みを生かした “研究の中心地” を形成し、国の成長と
地域活性化に貢献するとともに、未来のありたい社会像の実
現に向けた研究開発を支援しています。
　私は、自立的・持続的な研究活動を可能にする事業を主に
担当しています。サイトビジットや面談等で採択課題の進捗
を把握し、大学の今後の方向性について一緒に考えていくほ
か、申請機関から令和5年度の公募に向けた相談を受ける等、
大学等と一緒に考え、物事を進めていく機会が多いです。

COI採択拠点で行われている健康診断の
様子

COI採択拠点によって設置さ
れた伝承施設

STAFF INTERVIEW
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04
科学技術・
学術政策局

「未来のありたい社会像」を共に創る

溝口 颯乃 
M I Z O G U C H I  H a y a n o

産業連携・地域振興課
拠点形成・地域振興室

令和3年
令和3年  4月

令和4年  5月

入省（化学）
文部科学省研究開発局
環境エネルギー課
現職

共創の場形成支援プログラムのコンセプトイメージ



文部科学省で働く魅力
　文部科学省で働く魅力は、未来の日本につながる仕事がで
きるところです。10年前に採択された課題の視察に行った
際、住民の方が「このプロジェクトが、自分の生活を見直す
きっかけになった」と仰っていたことが印象に残っています。
先輩方が10年前に取り組んでいた事業が、採択から10年た
った今、国民の生活を変えていることを目の当たりにし、「現
在自分達が行っている仕事が未来の国民生活を変えるかもし
れない」ということを強く実感しました。分野を問わず幅広
くこのような経験ができることも、文部科学省ならではの良
さだと思います。就職活動中は地元に関わる仕事がしたいと
いう想いもありましたが、文部科学省で働いてみて、担当の
事業が地方へ還元されていることも多いと分かり、結果とし
て地元に貢献する仕事ができていると感じます。
　また、業務で関わる分野は、大学時代に専攻していたバイ
オテクノロジー分野だけでなく、半導体、量子、モビリティ、
アート等、多岐に渡ります。様々な分野における最先端の知
識を常に学びながら働けることが楽しく、日々やりがいを感
じています。

志望動機と現在
　元々、「科学技術に関係する仕事に就きたい」と思っていた
ことと、大学生活での留学・アルバイトの経験から「人材育
成・“学び” のカタチ」に関心を持ち、その両輪で未来を担う、
文部科学省を志望しました。産学連携のような分野を問わな
いテーマは、科学技術分野について幅広く勉強できる楽しさ
と、人材・産学連携・研究環境等の様々な視点から考える面
白さもあり、日々新しい発見ばかりです。
　入省してから科学技術系の部署を経験しているため、” 学
び” の部分である教育行政に直接触れる機会は少ないものの、
文部科学省で働いている以上、教育分野は切っても切れない
関係にあり、例えば、大学の先生方と話をする際には、初等
中等教育でのアクティブラーニングの必要性や、修士・博士
課程への教育等、人材育成の
話は必ずと言っていいほど話
題にあがります。これからも、
科学技術分野だけにとどまら
ず教育、スポーツ、文化につ
いてもアンテナを張り、広い
視点をもって業務に励みたい
と思います。
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志望者へのメッセージ

　就職活動中は、「将来、何がしたいか分からない」と
悩んでらっしゃる方もいるかもしれません。そのよう
な時には視点を変えて、「未来のありたい社会像」から
考えてみるのはいかがでしょうか。
　私は学生時代に留学をした際、現地の文化や日本と
の違いを肌で感じ実践的な学びの重要性を認識しまし
た。この経験から、「留学のように、理数系教育も実践
しながら学ぶ機会が多かったらいいのに」と思い、こ
れが文部科学行政に興味をもつきっかけになりました。
　私に限らず、「このような世界にしたい」という理想
を持っている研究者の方も沢山おります。行政官とし
て働き始めると、私たちが実際に試験管を握って研究
することはほぼ無くなりますが、研究者や大学の “応
援屋” として、一番にサポートできるのは文部科学省
ならではの業務です。文部科学省の4つの分野を様々
な視点から見て、少しでもトキメキや共感を感じてく
れた方は、是非文部科学省のドアを叩いてほしいです。

担当事業のサイトビジットのため、地方に日帰り出
張に行きました。研究施設を見学し、研究者・学生
の方と話をして、採択先の現状を把握します。

前日の出張の記録をまとめ、上司と今後の事業展
開を検討します。この日はいつもより一時間早く
登庁したため、一時間早く退庁し、好きな舞台の
夜公演に直行です！

対面とオンラインのハイブリッド式で、令和5年
度の採択課題を決定する審査会が開催されます。
会場設営やオンライン会議の設定を行い、会議が
円滑に進むよう運営をサポートします。

令和5年度の新事業立ち上げに向け、資料を作成
します。係長と相談しながら、必要な資料を準備し、
課長補佐に説明し了承を得ます。

事業の委託先と月に一回の定例打合せを実施しま
す。業務の進捗状況を把握するとともに、課内で検
討した内容を先方に提案し、意見交換を重ねます。

１週間のスケジュール

係主催のイベント開催後

採択先へ現地視察月

出張の振り返りと今後の展望について議論火

審査会の実施水

新事業立ち上げに向けた資料作成木

事業委託先との定例打合せ金



仕事の紹介
　参事官（ナノテクノロジー・物質・材料担当）付では、半導
体製造を支えるエレクトロニクスや、医療に貢献するライフ
サイエンス、蓄電池開発や水素製造に資するエネルギー・環
境等、幅広い産業を「物質」と「材料」で支える「マテリアル
分野」の推進に取り組んでいます。その中でも私が担当して
いるのは、全国25法人の大学等における最先端の共用設備
の整備と、そこから創出されるデータを収集・蓄積するデー
タベースの構築を行う事業です。具体的には、電子顕微鏡や
半導体加工装置等の高度かつ高価な設備を、設備を持たない
若い研究者でも有償で利用できる体制構築をしています。
　また、DX（デジタルトランスフォーメーション）推進によ
ってデータが重要視されていることから、本事業では研究開
発のスピードアップやコスト削減に向けて、全国の1,000台
以上の設備から集約した第三者でも利活用可能なデータベー
スの構築を目指しています。事業の担当者としては、設備更
新のための予算の要求、研究施設の現地訪問、契約書の確認
等を行っています。

文部科学省で働く魅力
　私が文部科学省で働く上で魅力だと感じているのは、「現
場」を持っていることです。「現場」とは、大学等の教育機関
や、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）や国
立研究開発法人物質・材料研究機構（NIMS）等をはじめとす
る、文部科学省と共に行政を推進していく関係法人のことを
指します。予算を配分する文部科学省と研究成果を出す「現
場」が、事業や制度を通して相互扶助の関係になっています。

STAFF INTERVIEW

15

05
研究振興局

最先端の共用設備の整備、その先へ

渡邊 なつき 
W A T A N A B E  N a t s u k i

参事官
（ナノテクノロジー・物質・材料担当）付

平成31年
平成31年  4月

令和  2年  4月

令和  4年  4月

入省（物理）
文部科学省科学技術・学術政策局
産業連携・地域支援課
同　研究開発局原子力課
放射性廃棄物企画室
現職

研究設備の現地訪問
（大学共同利用機関法人自然科学研究機構　分子科学研究所）



そのため、場合によっては研究者と１対１でコミュニケーシ
ョンを取ることもあり、例えば私の事業では、大学を訪問し
て、研究者から設備の利用状況の報告や、事業における懸念
点を直接伺っています。予算がついたおかげで導入できた機
器により、学生の良い成果に繋がった話を聞いたときには、
学生の成長に貢献できた喜びとその責任の重さで胸がいっぱ
いになります。それでも様々な方の話を聞いて「現場」の個
性を知れば知るほど、事業や政策を深く理解することができ
ます。事業の担当者として自分に自信を持って仕事ができる
ように日々勉強中ですが、こうした経験の積み重ねが今の私
にとって何よりのやりがいです。

志望動機と現在
　就職活動のときは、博士学生の環境の改善等、研究現場の
人材育成に関わる仕事がしたいと考えていました。そのため、
大学と企業の双方に利益があり、外部資金の確保にも繋がる
産学連携に興味がありました。ありがたいことに、私はこれま
で産学連携、原子力、ナノテクノロジーといった研究現場に
近い業務に携わることができています。一方で、私が文部科
学省で働きたいと何よりも強く思ったきっかけは、採用説明
会を通じて、先輩職員の皆さんの熱い思いに心惹かれたから
でした。日本の研究
環境を少しでも良く
したいという気持ち
を持った方々の背中
を見ながら、少しず
つ自分も職員として
成長できていること
を誇らしく思います。
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有識者に事業を評価してもらうための委員会を運
営します。必要な資料を作成し、謝金の手続きを
行います。

事業の評価のための委員会 （5月～6月)

財務省への予算要求の準備  （7月～9月)

大学への現地訪問  （10月～11月)

令和5年度予算の契約手続き  
（12月～3月)

設備の更新や事業の維持に必要な令和5年度の予
算をあらためて確認し、なぜその予算が必要にな
るのか、関係者と打合せをして財務省への説明に
向けて準備します。

事業に参画している全国の大学を訪問し、新しく
導入した設備の状況を確認したり、令和3年度の
予算の執行状況について伺います。

令和5年度予算の契約書を作るために必要な書類
を大学や研究法人に提出してもらい、契約する上
で問題ないか、内容を確認します。

志望者へのメッセージ

　学生時代は、様々なアルバイトやインターンシップ、
文化祭の出店等、学業以外の活動も積極的に取り組ん
できました。こうした経験のおかげで、未知の環境に
飛び込んだり、交渉ごとをするのは人より少し得意に
なりました。
　今の事業は、全国の研究者、技術者、民間企業の方
等、関わる業種が様々で、多角的な視点で、相手に合
わせた言葉選びをする必要があります。そのようなと
きに、まだまだ勉強中ではありますが、学生のときの
経験が生かされているなと感じます。また、研究現場
の近くで働けることが、文部科学省で働く大きな魅力
だと私は考えていますので、今後も研究者や学生の視
点を大切にした、相手の立場に寄り添ったコミュニケ
ーションができる職員になりたいと思います。皆さん
も、ぜひ入省までに色々なことに挑戦してみてくださ
い。

年間スケジュール

大臣の御視察に随行
（筆者中央）

文部科学省「マテリアル
先端リサーチインフラ」
事業の展示会ブース



仕事の紹介
　宇宙開発利用課では、基幹ロケットや観測衛星、宇宙科
学・探査や有人宇宙活動、次世代航空機に関する研究開発等
を通じてフロンティアを拡大し、人類共通の知的資産の拡
大や、安心・安全で豊かな社会の実現に貢献していくための
取組等を進めています。
　私は主に、大学・高専等における宇宙航空分野の人材育成
や基礎研究・技術開発等を推進し裾野を拡大するための事業
のほか、月面にGPSのような衛星測位システムを構築する
ための研究開発事業、さらに空飛ぶクルマや超音速旅客機、
電動航空機といった次世代航空科学技術に関する業務等を
担当しています。宇宙航空分野では、国立研究開発法人宇
宙航空研究開発機構（JAXA）が主導するプロジェクトのほ
か、近年はスタートアップも数多く参画し様々な事業が展
開されており、また、大学等における研究開発も一層活発
になっています。そのような様々な現場の方と直接お話を
させていただく機会も多く、研究開発をより良く進めてい
くために何が必要か、施策を検討する活力となっています。

志望動機と現在
　私は大学・大学院在学時、宇宙工学を専攻しており、宇宙
構造物の研究や超小型人工衛星・CubeSatの開発等に取り組
んでいました。入学当初は研究者やエンジニアになりたい
と考えていましたが、研究活動の一環として国のプロジェ
クトに関わる経験をし、所属していた研究室の指導教官を
はじめ他機関の研究者の方等、優秀な研究者の方々に数多
くお会いする機会に恵まれ、いつからかそのような研究者

の方々の支援を行いたいと思うようになりました。
　現在は、まさに自分が文部科学省を志望するきっかけと
なった、大学等における宇宙航空分野の研究開発や人材育
成を支援・促進する業務を担当しています。業務の関連で
色々な大学等を訪問して、学生時代にお会いした研究者の
方々に改めてお目にかかる機会もあり、あの頃の目標に一
歩近づけたかなという実感を持ちながら日々業務に取り組
んでいます。これからも入省したばかりの頃の心がけを忘
れず、未知なるフロンティアを開拓する研究者・技術者の
方々の挑戦を支えられるよう、業務に励んでいきたいと思
います。

STAFF INTERVIEW
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06
研究開発局

研究開発のフロンティア開拓・裾野拡大に向けて

相浦 啓司 A I N O U R A  K e i j i

宇宙開発利用課専門職

支援先の機関は公募により決定します。多数の機関に応
募してもらえるよう、提案者にとって分かりやすい公募
要領を作成します。

公募（1月～4月)

書面・面接審査、採択  （4月～8月)

事業開始、各機関への訪問  （9月～12月)

提案書類をチェックし提案内容に沿って審査委員に審査
を割り振ります。審査の負担が少なくなるよう、審査様
式も分かりやすい作りを心掛けます。書面審査を通過し
面接審査を行う課題について、ポイントをまとめ、面接
審査が効率よく進むよう工夫します。

採択決定後、手続きを経て10月から各プロジェクトが
開始されます。開始されたプロジェクトのキックオフに
参加することもあります。また、令和3年度以前に始ま
っているプロジェクトについて、現地を訪問し検査を行
いつつ、研究現場の研究者の方と意見交換を行います。

宇宙航空科学技術推進委託費
（大学・高専等における宇宙・航空分野の研究開発や
人材育成等を支援・促進する事業）の１年間の流れ

平成25年
平成25年  4月

平成26年  7月

平成29年  6月

平成29年  7月

平成31年  4月

令和  3年  4月

入省（機械）
文部科学省研究開発局
宇宙開発利用課宇宙利用推進室
同　研究開発局原子力課
放射性廃棄物企画室
内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション
担当）付参事官（原子力担当）付主査付
同　政策統括官（科学技術・イノベーション
担当）付参事官（原子力担当）付主査
文部科学省科学技術・学術政策局
産業連携・地域支援課専門職
現職

H-ⅡAロケット46号機の打上げ見学の様子宇宙関連企業等との交流会
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仕事の紹介
　宇宙開発利用課は、次世代ロケットや次世代航空機の技術
開発、アルテミス計画に向けた研究開発、国際宇宙ステー
ション（ISS）の利用・運用等多岐にわたって宇宙に関わる業
務を担っています。
　私が担当しているのは、小惑星探査機「はやぶさ２」等の
宇宙探査機や宇宙望遠鏡、すばる望遠鏡等の地上望遠鏡です。
宇宙はどのように誕生・進化しているのか、太陽系はどのよ
うに形成されたのか等、国立研究開発法人宇宙航空研究機
構（JAXA）や大学共同利用機関法人※自然科学研究機構国立
天文台とともに宇宙に関する多くの謎に挑戦するプロジェク
トを推進しています。このようなプロジェクトは国民に夢や
ロマンをもたらしてくれますが、その面白さを伝えるために
は、専門的な知識を踏まえて分かりやすく対外的に説明す
る必要があり、多くの勉強時間を費やします。また、宇宙
科学の発展によりプロジェクトが大型化してきており、プロ
ジェクトの推進には国際協力が不可欠な状況であるため、
各国の宇宙機関との調整も行っています。

文部科学省で働く魅力
　研究職以外の宇宙関係の仕事に就くには、一昔前はJAXA
や文部科学省等の政府機関くらいしかありませんでしたが、
現在は大手民間企業やベンチャー企業の宇宙産業への参画
が著しく、宇宙関係の仕事の幅も広がりました。ただ、宇

宙分野は国の方針に大きく影響を受ける分野であり、特に
宇宙関係の研究開発を担い、宇宙関係予算の多くを占めて
いる文部科学省は日本の宇宙分野の方向性に大きく関与し
ています。また、私が担当している宇宙科学分野は営利目
的として進めることが難しいため、人類の知の探求として
文部科学省がJAXAや国立天文台をしっかりと支援していく
必要があり、他の職種や他省庁では担うことができません。
例えば、世界初の火星圏からのサンプルリターンを目指し、
太陽系の中で水や有機物がどのように地球に供給され、生
命が誕生したのか「いのちの起源」に迫る火星衛星探査計画
（MMX）や、太陽系外にある地球類似惑星やその生命の兆
候を探る次世代地上望遠鏡である30m光学赤外線望遠鏡
（TMT）の推進等世界トップレベルのプロジェクトの推進に
携わることができるのは、文部科学省でしか味わえない魅
力です。

ともに宇宙の謎に挑む

青木 美穂 A O K I  M i h o

宇宙開発利用課専門職

●JAXAや国立天文台の大型プロジェクトに関する概算
要求準備

●観測ロケット打上げに関する危機管理対応
●GIGAスクール特別講座「天文」を開催し、Youtube
にて、すばる望遠鏡に関わる授業を実施

概算要求に向けた準備 （4月～7月)

宇宙関係の政府方針文書の調整等（9月～12月)

対外発信の対応（1月～3月)

●概算要求に係る財務省説明や補正予算の調整
●宇宙関係の政府方針が記載される「宇宙基本計画工程
表」の調整

●はやぶさ２等の論文成果に関わる対外発信の調整

１年間の業務スケジュール

すばる望遠鏡マウナケアにある各国望遠鏡群

平成29年
平成29年  4月

令和元年 12月
令和  3年  4月

令和  4年  4月

入省（行政）
文部科学省研究振興局
振興企画課競争的資金調整室
同　研究振興局学術研究助成課
同　研究開発局宇宙開発企画課
宇宙科学係主任
現職

※各研究分野における「全大学の共同利用の研究所」として、個々の大学の枠を超えた
　共同利用研究を推進する日本独自の研究機関



仕事の紹介
　私が所属する健康スポーツ課では、国民へのスポーツの普
及、予防医学の知見に基づくスポーツの普及、女性のスポー
ツ参画推進、スポーツを通じた健康増進、障害者スポーツの
振興等、皆さんの生活と関りが深い、「健康」の観点からスポ
ーツについて様々な施策を担当しています。
　私が所属する事業係では、日常生活の中に自然とスポーツ
が取り込まれ、一人一人の人生や社会が豊かになるという
「Sport in Life」という姿を目指して事業の企画・認定業務
や委託事業の運営等を行っています。例えば、「Sport in 
Life」の理念を十分に理解し、スポーツ人口拡大への貢献に資
する優れた取組に対して「Sport in Lifeアワード」という表彰
式でスポーツ庁長官から賞の授与を行っており、「Sport in 
Life」の理念である生活の中にスポーツを取り入れるという考
えが広がっている事を実感しています。
　各種の業務を通じて、国民の皆様が毎日の生活の中でスポ
ーツに親しみ、健康・体力づくりに向けて、積極的に体を動
かしもらえるような施策の実施に取り組んでいます。

文部科学省で働く魅力
　文部科学省の業務は、社会全体へ影響を与える仕事が多く、
若手のうちからこれらの業務に携われることが非常にやり
がいであると感じています。自分が担当している係の業務に
ついて、国会答弁や記者会見等で文部科学大臣が発言したと
きはニュースで取り上げられることも多く、自分の仕事と社
会の関わりの深さを日々、実感しています。
　また、私が現在所属しているスポーツ庁では、国民へのス
ポーツの普及やスポーツを通じた「まちづくり」、アスリー
トの競技力向上に向けた支援等、明るい未来に向けた取組が
多いことも魅力の一つです。これらスポーツ庁の施策が国民
のスポーツ実施率の向上、地域の社会課題の解決や国際競技
大会における日本のメダル獲得等に貢献していると思うと大
きな達成感を感じます。
　私たちがスポーツ行政を通じて取り組んだ業務のひとつ
ひとつが、選手の活躍やスポーツを盛り上げるムーブメント
となり、国民の皆様へ多くの感動や勇気等をもたらすことが
文部科学省で働く魅力だと思います。

STAFF INTERVIEW
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スポーツ庁

スポーツへの参加を通じて明るい未来へ

塚本 鷹秀 
T S U K A M O T O  T a k a h i d e

健康スポーツ課事業係長

平成30年
平成30年  4月
令和  2年  4月

令和  3年  4月

令和  4年  4月

入省（行政）
文部科学省研究振興局振興企画課
同　初等中等教育局参事官
（高等学校担当）付
スポーツ庁オリンピック・
パラリンピック課企画調整係主任
現職



志望動機と現在
　自分が好きな「スポーツ」について、皆がスポーツに参加
できる社会を創り、スポーツが楽しいと思える未来創りに貢
献したく、スポーツ庁を所管している文部科学省を志望しま
した。入省前には、オリンピック・パラリンピック等の国際
大会に携わることやスポーツが抱える社会問題を解決するこ
とでスポーツの価値を高め、魅力を発信したいと考えていま
した。
　オリンピック・パラリンピック課では東京 2020 大会及
び北京 2022 大会での感染症対策や活躍された選手たちへ
の表彰業務等に携わり、健康スポーツ課では国民へのスポー
ツの普及に関する業務に従事しています。入省前から希望し
ていた業務に携わりつつ、業務を通して日々、新たな経験や
知見を獲得しています。

20

スポーツ基本計画やこれまでの事業の進め方をも
とに、1年間の事業運営や表彰式の開催等を具体
的にどう進めるかについての方針を検討します。

事業開始・方針の協議（4月～9月)

取組の募集  （10月～11月)

審査  （12月～2月)

「Sport in Lifeアワード」
表彰式  （3月)

「Sport in Life」の理念を理解し、スポーツ人口の
拡大につながる優れた取組の募集を開始。企業、
団体、自治体等、様々な方面へ案内し、「Sport in 
Lifeアワード」の認知を拡大させるとともに、優
れた取組を募集します。

審査員の選定や審査方法について協議を重ね、審
査を開始します。様々な領域の有識者による審査
委員会を経て、賞の決定を行います。

スポーツ庁長官から賞の授与を行い、優れた取組
を広く社会へ発信することで、「Sport in Life」の
実現を目指します。

志望者へのメッセージ

　文部科学省への入省を考えるにあたり、これまで文
部科学省に関係する業務経験がないことへの不安や、
職場の雰囲気等、不安に思うこともあると思います。
　文部科学省では若手職員のサポートを省全体の意識
として持っており、施設への見学・説明会の開催、秘
書官体験等を通して文部科学行政のことを知らない若
手職員に対してのフォローを行っています。また、文
部科学省には若手職員をサポートしてくれる多くの先
輩職員がおり、仕事や家庭の事情等を相談しやすい環
境が整っています。
　文部科学省の４つの分野のどれか1つでも関心をお
持ちの方は、文部科学省で働くことを選択肢の1つと
して考えていただければと思います。いつの日か皆さ
んと一緒に働ける日を心待ちにしています。

「Sport in Lifeアワード」表彰式に
　向けたスケジュール

Sport in Life推進プロジェクト事業視察の様子

Sport in Life推進プロジェクトポスター



STAFF INTERVIEW

21

08
文化庁

日本の財産である文化財を
後世へ継承するために

前原 由佳 
M A E H A R A  Y u k a

参事官（文化創造担当）付活用連携係

令和2年
令和2年  4月

令和3年10月

入省（行政）
文部科学省高等教育局
学生・留学生課留学生交流室
現職

仕事の紹介
　文化財は長い歴史の中で先人が築き上げ守り伝えてきた
大切な国民的財産です。そのため、文化庁では、文化財保護
法に基づき、重要なものを国宝や重要文化財等に指定・登録
等して保存の措置を講ずる一方、文化財の公開施設及び展覧
会等での積極的な活用を支援する取組も行っています。また、
令和４年度からは、文化財修理技術の確保から文化財の保
存・継承に欠かせない用具・原材料の生産までを含めた一体
的な体制の整備と計画的な修理等を推進する「文化財の匠プ
ロジェクト」も始動し、文化財の持続可能な保存体制の構築
を図っています。
　文化財はその類型ごとに取扱いが異なり、私が所属する活
用連携係は有形文化財、無形文化財、民俗文化財の活用に関
する業務を担当しています。所有者以外による重要文化財の
公開許可や、国有文化財の貸与、無形文化財等の公開及び広
報事業の実施、地方自治体の担当者等に対して文化財の保
存・活用に関する研修会の運営業務等を行っています。

指定文化財（美術工芸品）企画・展示セミナー

大学での研修の様子
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文部科学省で働く魅力
　国家公務員という立場上、現場から離れた国の施策方針に
携わる業務をイメージされるかもしれませんが、実際の業務
は多種多様です。確かに、国会対応や海外との折衝、新規施
策の方針策定やメディア対応等、政府として非常に大きな業
務を比較的若い世代から任される一方で、文化財の修理技術
者を含めて事業計画の調整や、学芸員等に対し研修を開催す
る等、現場と直接やり取りする機会もあります。
　先日も、認知されにくい文化財の保存技術を多くの方に理
解してもらうため、「日本の技フェア」というイベントを秋葉
原で開催しました。そこでは、参加団体の調整から広報活動
の１つとしてパンフレットを作成する等、開催に向けての準
備を業者や参加団体の方と進め、結果として大変多くの方に
ご来場いただき、日本の素晴らしい技をアピールする事がで
きました。所属する部署によって予想を超える多様な業務が
存在しているため、マクロ・ミクロ双方の視野が求められま
すが、一辺倒ではない業務に多くの学びがあり、日々感化さ
れています。

志望動機と現在
　もとより日本史や日本文化が好きで大学でも古代中世を中
心とした日本文学を専攻しており、学芸員資格を取得する過
程で本格的に文化振興に携わりたいと考えました。また、学
生時代に高大接続支援に携わっていたことから高等教育の在
り方について考える機会が増え、そのいずれも所管する文部
科学省を志望しました。
　幸運なことに、１部署目、２部署目とも、従前から関心の
あった部署に配属されましたが、実際に業務に携わると各分
野で多くの課題を抱えていることを知り、課題解決のために
何をすべきか現実と向き合うことから始まります。また、文
化庁は令和５年度に京都移転を控えているため、遠隔地とな
る東京と円滑に業務を進めていく観点から、業務の見直しが
図られています。

スケジュールを計画し、関係者の調整や事業規模
を確認します。

事業方針の調整 （4月～5月)

委託契約締結 （6月～7月)

イベント準備 （8月～9月)

イベント開催（10月)

委託業者を選定し、事業計画を作成。本番までの各
種締切を洗い出し、スケジュール管理を徹底します。

感染状況に留意しつつ、予約枠や動線等の運営の
詳細を協議し、３年ぶりの体験コーナーの復活に
向け、保存団体と綿密に調整を行います。また、
チラシ、HP、SNS等による広報も開始します。

保存団体による展示・実演・体験を開催します。
他事業との連携を図り、後継者確保を目的とした
職業相談コーナー、クイズラリー、VR体験コー
ナー等の新たな試みも実施しています。

開催結果とりまとめ （11月～3月)

反省点やアンケート結果を翌年度の事業方針に盛
り込みます。SNS等では継続的な広報を実施します。

志望者へのメッセージ

　就職先に悩んでいた当時、職務を全うできるかを不
安視する公務員志望の学生の相談コーナー記事が母か
ら送られてきました。「落ち込むことは強みとしつつ、
ネガティブが強いほどポジティブになれる力も強くな
る」として、投稿者の気持ちを後押しする落語家から
の回答が掲載されていました。回答の内容もさりなが
ら、このように当時、1人で悩んでいた私に寄り添っ
てくれた方々の支えのおかげで、進路先を決定できた
と思っています。これは業務に携わる上でも大切にし
ており、職責や山積みする難題に押し潰されそうでも、
周りの方々の支えで頑張ろうと思えます。皆さんも1
人で悩まずに積極的に周り方々に相談し、助けを借り
ながら何事にも臆せず挑戦してほしいです。

選定保存技術広報事業の年間スケジュール

日本の技フェアの様子



仕事の紹介
　施設助成課では、公立学校施設の整備に必要な事業費の一
部を補助するための制度づくりをしています。未来を担う子
供たち誰もが、安心で安全な学習や生活のできる場所がある
ということは、当たり前のようで、実はとても重要なことで
す。学びのかたちは時代の流れ、社会の動き、技術の進歩と
共に変わりゆくものであり、そういった変化に合わせて学校
施設も整備されなくてはなりません。
　基本的な教育条件の一つとして、どこの学校で学んでも安
全で快適な環境で教育が受けられるよう、財政状況にかかわ
らず、学校施設の整備に関する財源を安定的に保障すること
が必要です。また、建築物の仕様の変化や、法令の改正等を
受け、学校施設に求められる水準を把握することが重要です。
そのために、補助を行うための建築単価について建築等の専
門家にご協力いただきながら見直しを行うことや、地方公共
団体や設計事務所等からの補助制度に関する技術的な問い合
わせ等について対応しています。

文部科学省で働く魅力
　国の仕事は抽象的で長期的なものが多く、現場である文教
施設（教育、研究、スポーツ、文化施設）にどのような影響
を与えているのか見えにくい仕事が多いので、学校施設を見
学したり、地方公共団体や関係省庁とコミュニケーションを
取ったり、現場の声を聴く機会を多く持つことを意識してい
ます。特に、制度が具現化された教育環境で生き生きと学ぶ
子供たちの姿を見た時や、教育委員会の方から感謝の言葉を
いただいた時には、とてもやりがいを感じます。
　また文部科学省で働く職員の方々も明るく前向きで優秀
な職員が多いと感じます。業務で困ったときは親身に相談に
乗ってくださることも、日々の私の励みになっています。テ
レワークや勤務時間が柔軟に変更できる等、自分のライフス
タイルに合わせて働くことができるので、生涯を通じて続け
ていける職場環境であると実感しています。

STAFF INTERVIEW
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文教施設企画・
防災部

新しい時代の学びを支える
安全・安心な学校づくり

和田 有未 W A D A  Y u m i

施設助成課技術係主任

平成27年
平成27年  4月

平成28年  4月

平成29年10月

平成30年10月

令和  3年  4月

令和  4年10月

入省（行政）
文部科学省大臣官房
文教施設企画部参事官付
同　大臣官房文教施設企画部
施設企画課
同　大臣官房文教施設企画部
参事官付
同　大臣官房文教施設企画・
防災部参事官付
同　大臣官房文教施設企画・
防災部施設助成課
現職



志望動機と現在
　私は大学では建築構造学を専攻しており、特に建築物の安
全性に関心がありました。学生時代に学んだ専門性を軸に豊
かな未来を創造する仕事がしてみたいと思い、文部科学省を
志望しました。人を育てる施設づくりだけでなく、その根幹
である制度にも取り組める、行政に対してハード・ソフトの両
面から携われるのは文部科学省の仕事ならではだと思います。
　現在は、公立学校施設の補助制度に関する業務に携わって
おり、特に専門的・技術的な内容を担当しています。安全・
安心で豊かな学校施設を目指し、エコスクールや老朽化対策
を推進しています。
　自分の専門性を磨きながら、世の中の動きと現場のニーズ
を捉えて制度に反映し、より良い教育環境の整備に尽力した
いです。

施設助成課の皆様と

「エコスクール」パンフレット
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国の2050年カーボンニュートラルの実現のための取
組のうちの一つとして、エコスクールとして整備す
る学校を認定する事業「エコスクール・プラス」の制
度を令和４年度より見直しました。その普及啓発の
ためパンフレットを作成しました。

パンフレットの作成 （4月～6月)

学校視察・問合せ対応（7月～12月)

令和５年度「エコスクール・プラス」の募集 （1月)

「エコスクール・プラス」の認定校を視察しました。
太陽光発電設備が整備されていたり、木材がふんだん
に使用されていたり、環境教育の教材としても活用さ
れていました。また、エコスクールの整備を検討して
いる学校設置者より相談や質問が通年寄せられます。

「エコスクール・プラス」の事業タイプに当てはまる整
備を実施する学校の計画書を認定します。脱炭素化
に特に取り組むため、エネルギーの自給自足を達成
した学校等については、建築物の省エネ性能に関し
てさらに事業計画書を提出していただきます。

関係省庁と連携協力して、計画書の内容に基づき「エ
コスクール・プラス」の認定を行います。認定を受けた
場合には、学校施設の新築、増築、改築又は改修に併
せて事業を実施する際に、文部科学省より施設整備費
についての単価加算措置及び関係省庁より補助事業の
優先採択等の支援を受けることができます。

志望者へのメッセージ

　将来やりたいことを考えるに当たって「知らなかった
からできなかった」ではもったいないので、アンテナを
高く広く張っていろんなことに興味を持って沢山インプ
ットしてください。私も就職活動をするまで文部科学
省に建築に携わる部署があることを知りませんでした。
何か人の役に立つことがしたいと思っていた時に文部
科学省が建築に携わる部署がある事を知り、自分も文
部科学行政を通じて社会貢献がしたいと強く思うよう
になりました。
　皆様がこのパンフレットを手に取ったのも、文部科
学省に興味を持って知りたいと思ったからだと思いま
す。そのような機会をジャンルに捉われず沢山掴んで
下さい。

「エコスクール・プラス」の募集から認定まで

令和５年度「エコスクール・プラス」の認定（2月～3月)


